
 

防犯面で、安全なまちにするためのアイデア 
 

防災面で、安全なまちにするためのアイデア 

第４回（１０月２１日）ワークショップの結果 

１.あいさつ～本日の進め方について 

２.これまでの振り返り 

３.イントロダクション「竹の台って本当に安全？」 

４.ワークショップ 

 「竹の台を本当に安全なまちにするには？」 

５.発表 ～ まとめ 

６.今後の進め方について～閉会あいさつ 

 

○あいさつの慣行で住民同士が顔見知りの関係に（不審者がいたら分かる） 

○空き巣情報・対策や門灯の点灯率（暗がり）をまち全体で情報共有する 

○防犯に取り組んでいる地域だと PRする（「防犯重点地域」の横断幕掲示など） 

 

 去る１０月２１日に「言いたい放題！

これからの竹の台のまちづくり」第４回

ワークショップが右の概要で開催され

ました。第４回目は「竹の台の防災・防

犯を考える」をテーマに、まず「現在の

まちが安全だと思うか」について旗上げア

ンケートを行い、現状のまちの安全への課

題などを確認しました。その後「本当に安

全なまち」にするためのアイデアについて

グループで検討していただきました。 

日時：平成２４年１０月２１日（日） 
場所：竹の台小学校 視聴覚室 
参加者：地域住民 約３０名  

～プログラム～  
～プログラム～ 

○災害時に隣近所で助け合える力をつける（避難弱者を知っておく・救助訓練など） 

○常に危機感をもっておくための継続した防災啓発（災害は忘れた頃にやってくる） 

○他地域での被災者受け入れも想定しておく（櫨谷川流域の水害など） な ど 

◎話し合いの流れは… 

◎話し合いであがったご意見（一部）は… 

旗上げアンケートでまちの安
全への課題を確認しました 

５～６人程度のグループに
分かれて、話し合いました 

各グループの話し合いの 
内容を全員で確認しました 

な ど 

留守にする時、 

声を掛け合う 

知らない人にでもあ

いさつをする 門灯を夜中に 

点灯しておく 

登下校時に合わせて

花の水やりをする 

日常生活の中で出来る

だけ危険に関心を持つ 

◎さらに… 一人ひとりで自分ができることを考えました！ 
竹の台の 

「防災・防犯」のために 
「わたしができそうなこと」 
を一人一枚ずつ書いて 
いただきました！ 

第５回目は、１１月１８日（日）午前９：３０分～竹の台小学校視聴覚室において 
「竹の台に地域活動って必要？」をテーマに話し合います。ぜひご参加ください！ 

 

な ど 


